
  

 
２０２１ 鈴鹿クラブマンレース 
Ｓ－ＦＪ 鈴鹿シリーズ 第５戦 

２０２１年７月 ２４日 予選 天候:晴れ-２５日 決勝 天候:晴れ  参加２７台 

 

昨年に引き続き、真夏の鈴鹿でクラブマンレースが開催された。ダントツのランキングトッ

プ、75 ポイントを稼いでいる岡本大地選手は、今回はスポーツランド SUGO で開催される

86/BRZ レースに参戦するため不在。57 ポイントのランキング 2 位、#56  佐藤巧望選手

（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科）は今回もエントリーしており、逆転の可能性も見えてくる

レースとなる。ランキング 3位の#38  上野大哲選手（SACCESS RACING ES ）、ランキング 4位

の#68  冨田自然選手（MYST KKS-Ⅱ/ArugaSupport ）、第 3戦のレース 2で 3位表彰台を獲得

した#39  居附明利選手（SACCESS Racing ）ら、計 27 台と多くのエントリーとなった。 

 

《予選》 
24 日 14 時 50 分から行われた公式予選は 20 分間。計測 2 周目でまずは#56  佐藤巧望選手

（MYST.KK-SII.制動屋.佐藤歯科）が 2 分 17 秒 119 を記録してトップに浮上。その後計測 4

周目に 2分 16 秒 986 と自身のタイムを更新してきた。 

この時点で残り時間は 5分。2番手は#87  森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST ）で 2分 17秒

228。3 番手は#7  高口大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ）で 2分 17秒 326。以下#39  居
附明利選手（SACCESS Racing ）、#68  冨田自然選手（MYST KKS-Ⅱ/ArugaSupport ）、#38  上
野大哲選手（SACCESS RACING ES ）と続いていた。 



終了間際に森山選手が自身のタイムを更新する 2分 17 秒 212 を記録するが、トップに及ばす

2 番手キープ。その直後、上野選手が 2 分 17 秒 119 を叩き出し森山選手を逆転。2 番手に上

がってきた。 

これで公式予選は終了。佐藤選手が初のポールポジションを獲得した。予選 2 番手は上野選

手、3 番手は森山選手。以下高口選手、居附選手、#68  冨田自然選手（MYST KKS-Ⅱ

/ArugaSupport ）と続いた。 

 

 
《決勝レース》 

25 日に行われた決勝レースは 10周。13 時 20 分にフォーメーションラップがスタートし、13

時 24 分に決勝レースがスタートした。 

ポールポジションの#56  佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.

制動屋.佐藤歯科）がスタートを決めてトップで 1コー

ナーに。2 番グリッドの#38  上野大哲選手（SACCESS 

RACING ES ）がそれに続いた。トップグループは 7 位

まで団子状態だったが、5位走行中の#39  居附明利選

手（SACCESS Racing ）がダンロップで片足をダートに

落とし後退。10 位までポジションを落としてしまっ

た。 
 

2 周目には佐藤選手、上野選手、#87  森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST ）、#68  冨田自然

選手（MYST KKS-Ⅱ/ArugaSupport ）、#11  三島優輝選手（Rn-sports 制動屋 KKS-2 ）#7  高口

大将選手（FTK・レヴレーシングガレージ）までの 6台が僅差で突入していった。 
 

3 周目には 2 位争いが熾烈に。森山選手は上野選手の背後にピタリと付け、130R でオーバー

テイクを決めて 2 位に上がってきた。この周の日立 Astemo シケインでアクシデントがあり、

コースサイドに止まっているマシンを排除するために 4 周目にセフティーカーが導入されバ

トルは一旦休止となった。 
 



リスタートは 6 周目。リスタート直後に冨田選手と三島選手による激しい 4 位争いが繰り広

げられる中、佐藤選手、森山選手、上野選手は後続を引き離してトップグループを形成する

形となった。 
 

8 周目の 1コーナー、森山選手が仕掛けてつい

にトップに浮上した。上野選手は 2位に落ちた

佐藤選手に襲いかかる勢いで前を伺うが、佐藤

選手はトップを取り戻すべく森山選手に襲い

かかる激しい三つ巴の戦いに。佐藤選手はファ

イナルラップ手前の日立 Astemo シケインでト

ップを取り戻したものの、3台はもつれ合うよ

うにファイナルで激しいバトルを展開。最終的

に森山選手がトップを奪い返し、嬉しい初優勝を飾った。佐藤選手は 0.079 秒差という僅差

で悔しい 2位。上野選手もトップから 0.337 秒差と僅差での 3位だった。 

4 位は 1周目に 10 位まで転落した居附選手。その周で 2つポジションを挽回し、セフティー

カーが導入された時点では 7位だったが、リスタ

ート後は 5台による大混戦の中で何度もバトルを

制して 4位でチェッカーを受けた。 

その 5 台による大混戦の中、5 位でチェッカーを

受けたのは冨田選手。以下三島選手、高口選手、

#15  小松響選手（Rn-sports・OKABE・KKSⅡ ）と

続いた。 

 

これで残すは最終戦のみ。ランキングは 75ポイントでトップの岡本選手は変わらず、佐藤選

手が 72 ポイントとなり逆転チャンピオンが見える差まで追い付いてきた。3 位は 60 ポイン

トの上野選手。優勝した森山選手は 40 ポイントとなり、ランキング 6位から 4位に浮上して

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
優勝  森山冬星選手（DIXCEL☆ROYAL/MYST ） 

「マシンが良かったのはわかっていたので、予選でポールポジションを取れなかった悔しさを晴

らすことができて良かったです。スタートが決まらなくて、序盤は遅くて辛かったけど、後半は

速く走れたので、最後に仕掛けようと思っていました。一旦抜き返されたけど、自分のほうがペ

ースがいいことはわかっていたので、焦らずに抜き返しました。」 
 

2 位 佐藤巧望選手(MYST.KK-SⅡ.制動屋) 

「前回も言ったと思いますけど、また 2 位です。森山選手がスピードを持っているのはわかって

いたので、スタート直後に差を広げようと思ったけどダメで、セフティーカーも入ったので逃げ

ることはできませんでした。最後のバトルはどうやったら勝てるか考えて走ったんですけど、ダ

メでしたね。最終戦は岡本選手と勝ったほうがチャンピオンなので、なんとしても勝ちにいきま

す」 
 

3 位 上野大哲選手(SACCESS RACING ES) 

「昨日の時点では自信があったんですけど、少しアンダー気味で、自分の技量不足からそれに対

処できなかったです。前がバトルしてくれたお陰でついていけましたが、抜くのは難しかったで

す。課題も何個かあったので、それを修正して、次は大地（岡本大地選手）に勝って優勝したい

と思います」 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 


